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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気部品が装着される複数の部品装着部が一方の面に設けられた箱本体と、
　前記箱本体の前記一方の面を覆蓋するカバー部材と、
　前記箱本体の周壁部に設けられた被ロック部と、前記カバー部材に片持ち状に設けられ
た弾性ロック部を含むロック機構とを備え、
　前記カバー部材の天壁部が、前記カバー部材の周壁部に設けられた前記弾性ロック部よ
りも熱伝導率の大きな樹脂材料で形成されている一方、前記カバー部材の前記周壁部に設
けられた前記弾性ロック部が、前記カバー部材の前記天壁部よりも弾性の大きな樹脂材料
で形成されており、
　前記カバー部材が、前記弾性ロック部が一体的に設けられた枠体周壁部と、該枠体周壁
部とは別体に形成されて該枠体周壁部に着脱自在に組み付け固定される前記天壁部を含ん
でおり、前記枠体周壁部全体が前記天壁部よりも弾性の大きな樹脂材料で形成されており
、
　前記天壁部が、前記枠体周壁部における前記箱本体側に対向する下方側開口部から前記
枠体周壁部に挿し入れられて組み付け固定されるものであり、
　前記枠体周壁部における前記箱本体から離隔する上方側開口部には内フランジが突設さ
れており、前記天壁部の外周縁部が前記内フランジに重ね合されることにより前記天壁部
の挿し入れ端が規定されている一方、
　前記枠体周壁部には、板厚方向外方に撓み変形可能なロック片が設けられており、前記
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天壁部の周壁に突設されたロック突部に当接して前記ロック片が外方に撓み変形すること
により前記枠体周壁部への前記天壁部の挿し入れが許容される一方、前記ロック片が前記
ロック突部を乗り越えて弾性復帰することにより、前記ロック片と前記ロック突部が係合
して前記天壁部が前記枠体周壁部に保持されるようになっており、
　前記天壁部の前記周壁の下方側開口部には、前記箱本体との当接面よりも外周側に位置
して下方に突出する水入り防止壁が突設されている
ことを特徴とする電気接続箱。
【請求項２】
　前記箱本体の前記周壁部が、前記天壁部の前記箱本体への前記当接面を当接保持する内
周壁部と、前記枠体周壁部の前記箱本体への当接面を当接保持する外周壁部を含む二重壁
構造とされており、前記内周壁部と前記外周壁部の間に設けられた凹溝に対して、前記水
入り防止壁が挿し込まれるようになっている請求項１に記載の電気接続箱。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車等に搭載される電気接続箱に関し、特に、箱本体に対してカバー部材
を着脱自在に装着するロック機構を備えた電気接続箱に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、自動車の電装系には、リレーボックスやヒューズボックス、ジャンクション
ボックス等の電気接続箱が用いられており、かかる電気接続箱に多数のリレーやヒューズ
等の電気部品を集中して配設することによって、電気配線の効率化や交換等のメンテナン
ス性の向上が図られている。
【０００３】
　ところで、電気接続箱は、特開平１１－３０７９５４号公報（特許文献１）や特開２０
１２－２３５６５４号公報（特許文献２）等に記載されているとおり、バスバーやプリン
ト基板等から構成される内部回路を収容する箱本体を備えている。箱本体の一面である上
面には、電気部品が装着される複数の部品装着部が設けられており、ロック機構を介して
箱本体に着脱自在に装着固定されるカバー部材によって、箱本体の上面が覆われるように
なっている。ここで、ロック機構は、カバー部材に片持ち状に突設された弾性ロック部と
、箱本体に設けられた被ロック部とを含んでおり、カバー部材を箱本体に装着する際には
、弾性ロック部が被ロック部に係合して弾性変形することにより弾性ロック部の被ロック
部への挿し入れが許容されると共に、弾性ロック部が被ロック部を乗り越えて弾性復帰す
ることにより、弾性ロック部が被ロック部に係合して、カバー部材と箱本体に組み付け状
態に保持されるようになっている。
【０００４】
　ところが、近年の自動車電装品の増加に伴い、ヒューズやリレーなどの発熱部品が増え
ると共に、電気接続箱は設置場所のスペースの関係からその大きさが制限されていること
から、電気接続箱内の発熱部品の密度も高くなっている。特に、ヒューズの可溶部やリレ
ーのコイル部は発熱量がきわめて大きい。このため、密閉した電気接続箱内に熱がこもり
易くなると共に局部的な過熱が発生することにより、ヒューズやリレーの機能を損ねるお
それがあった。
【０００５】
　これに対して、箱本体の上面を覆うカバー部材を熱伝導率の良い樹脂材料に変えること
によって、カバー部材から外部への放熱を促して電気接続箱内に熱がこもることを防止す
ることが考えられる。しかしながら、熱伝導率の良い樹脂材料は柔軟性に欠けることから
、カバー部材をロック機構を介して箱本体に着脱自在に装着固定する際に、弾性ロック部
が十分に撓むことができず破断してしまうおそれがあった。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００６】
【特許文献１】特開平１１－３０７９５４号公報
【特許文献２】特開２０１２－２３５６５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上述の事情を背景に為されたものであって、その解決課題は、ロック機構の
耐久性を維持しつつ、電気接続箱の放熱性も向上することができる、新規な構造の電気接
続箱を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第一の態様は、電気部品が装着される複数の部品装着部が一方の面に設けられ
た箱本体と、前記箱本体の前記一方の面を覆蓋するカバー部材と、前記箱本体の周壁部に
設けられた被ロック部と、前記カバー部材に片持ち状に設けられた弾性ロック部を含むロ
ック機構とを備え、前記カバー部材の天壁部が、前記カバー部材の周壁部に設けられた前
記弾性ロック部よりも熱伝導率の大きな樹脂材料で形成されている一方、前記カバー部材
の前記周壁部に設けられた前記弾性ロック部が、前記カバー部材の前記天壁部よりも弾性
の大きな樹脂材料で形成されており、前記カバー部材が、前記弾性ロック部が一体的に設
けられた枠体周壁部と、該枠体周壁部とは別体に形成されて該枠体周壁部に着脱自在に組
み付け固定される前記天壁部を含んでおり、前記枠体周壁部全体が前記天壁部よりも弾性
の大きな樹脂材料で形成されており、前記天壁部が、前記枠体周壁部における前記箱本体
側に対向する下方側開口部から前記枠体周壁部に挿し入れられて組み付け固定されるもの
であり、前記枠体周壁部における前記箱本体から離隔する上方側開口部には内フランジが
突設されており、前記天壁部の外周縁部が前記内フランジに重ね合されることにより前記
天壁部の挿し入れ端が規定されている一方、前記枠体周壁部には、板厚方向外方に撓み変
形可能なロック片が設けられており、前記天壁部の周壁に突設されたロック突部に当接し
て前記ロック片が外方に撓み変形することにより前記枠体周壁部への前記天壁部の挿し入
れが許容される一方、前記ロック片が前記ロック突部を乗り越えて弾性復帰することによ
り、前記ロック片と前記ロック突部が係合して前記天壁部が前記枠体周壁部に保持される
ようになっており、前記天壁部の前記周壁の下方側開口部には、前記箱本体との当接面よ
りも外周側に位置して下方に突出する水入り防止壁が突設されていることを特徴とする。
【０００９】
　本態様によれば、カバー部材の天壁部が、カバー部材の周壁部に設けられた弾性ロック
部よりも熱伝導率の大きな樹脂材料で形成されていることから、カバー部材から外部への
放熱を促して電気接続箱内に熱がこもることを低減乃至は防止することができる。また、
かかる弾性ロック部が、天壁部よりも弾性の大きな樹脂材料で形成されていることから、
カバー部材をロック機構を介して箱本体に着脱自在に装着固定する際に、弾性ロック部の
十分な撓み変形が確保され、弾性ロック部が破断するおそれを低減乃至は解消することが
でき、ロック機構の耐久性を維持しつつ、電気接続箱の放熱性の向上を図ることができる
。
【００１０】
　なお、カバー部材は、２色成形を用いて、天壁部と弾性ロック部を異なる樹脂材料で形
成してもよいし、それぞれ異なる樹脂材料で別体成形した後に互いに組み付けるようにし
てもよい。
【００１２】
　本態様によれば、カバー部材が、弾性ロック部が一体的に設けられた枠体周壁部と、枠
体周壁部とは別体に形成されて枠体周壁部に着脱自在に組み付け固定される前記天壁部を
含んでいることから、枠体周壁部と天壁部をそれぞれの要求特性を発揮し得る別々の材料
で形成することが容易となり、２色成形等に比して製造効率の向上を図ることができる。
【００１３】
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　加えて、枠体周壁部に対して天壁部を着脱自在に組み付け固定されるようになっている
ことから、ロック機構の耐久性を維持しつつ電気接続箱の放熱も向上できる構成を容易に
実現することができる。さらに、枠体周壁部と天壁部の何れか一方に不具合が生じた場合
でも、何れか一方を交換すればよいことから、メンテナンス性の向上も図ることができる
。
【００１５】
　本態様によれば、天壁部が枠体周壁部の下方から挿し入れられて組み付けられるように
なっており、枠体周壁部の上方側開口部に突設された内フランジに対して、天壁部が当接
することで、挿し入れ端が規定されるようになっている。さらに、天壁部の周壁と枠体周
壁部の重ね合せ面間には、ロック機構が設けられており、天壁部が枠体周壁部に固定状態
に保持されるようになっている。ここで、ロック機構を構成するロック片が枠体周壁部に
設けられ、天壁部にはロック突部が設けられていることから、枠体周壁部よりも内部に位
置する天壁部にロック片を撓み変形可能にするスリット等を設ける必要がなく、防水性を
確保しつつ、ロック機構を設けることができる。
【００１６】
　さらに、天壁部の周壁の下方側開口部には、箱本体との当接面よりも外周側に位置して
下方に突出する水入り防止壁が突設されていることから、天壁部が被水して水が天壁部と
枠体周壁部の間に入り込んだ場合でも、箱本体の内部への水の浸入を水入り防止壁で確実
に防止することができ、２分割構造としたカバー部材の防水性を一層有利に確保すること
ができる。
【００１７】
　本発明の第二の態様は、前記第一の態様に記載のものにおいて、前記箱本体の前記周壁
部が、前記天壁部の前記箱本体への前記当接面を当接保持する内周壁部と、前記枠体周壁
部の前記箱本体への当接面を当接保持する外周壁部を含む二重壁構造とされており、前記
内周壁部と前記外周壁部の間に設けられた凹溝に対して、前記水入り防止壁が挿し込まれ
るようになっているものである。
【００１８】
　本態様によれば、カバー部材を構成する天壁部と枠体周壁部とがそれぞれ箱本体の周壁
部を構成する内周壁部と外周壁部に当接保持されるようになっていることから、天壁部と
枠体周壁部のそれぞれを安定して箱本体で支持することができ、ロック片に過度の外力が
加わり破断するおそれ等を低減することができる。
【００１９】
　さらに、天壁部の周壁に設けられた水入り防止壁が、箱本体の内周壁部と外周壁部の間
に設けられた凹溝に差し込まれていることから、箱本体内部への水の浸入経路が長く複雑
となって、箱本体内部の被水が一層確実に防止される。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、カバー部材の天壁部が、カバー部材の周壁部に設けられた弾性ロック
部よりも熱伝導率の大きな樹脂材料で形成されていることから、カバー部材から外部への
放熱を促して電気接続箱内に熱がこもることを低減乃至は防止できる。また、弾性ロック
部が、天壁部よりも弾性の大きな樹脂材料で形成されていることから、カバー部材をロッ
ク機構を介して箱本体に着脱自在に装着固定する際に弾性ロック部が破断するおそれを低
減乃至は解消することができ、電気接続箱の放熱性の向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施形態としての電気接続箱を示す全体斜視図。
【図２】図１に示す電気接続箱の平面図。
【図３】図２におけるＩＩＩ－ＩＩＩ断面拡大図。
【図４】図１に示す箱本体の平面図。
【図５】図１に示すカバー部材の分解斜視図。
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【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照しつつ説明する。
【００２３】
　図１～５に、本発明の一実施形態としての電気接続箱１０が示されている。電気接続箱
１０は、図１，３，４に示されているように、箱本体１２と、箱本体１２の一方の面であ
る上面１４を覆蓋するカバー部材たるアッパカバー１６と、箱本体１２の他方の面である
下面１８を覆蓋するロアカバー２０、とを含んで構成されている。なお、以下の説明にお
いて、上方とは、図１，３，５中の上方、下方とは、図１，３，５中の下方を言い、また
前方とは、図２～４中の右方、後方とは、図２～４中の左方を言い、さらに長手方向とは
、図２～４中の左右方向、幅方向とは、図２，４中の上下方向を言うものとする。
【００２４】
　箱本体１２は、図１に示されているように、全体として長手矩形ブロック形状を呈して
おり、例えばポリプロピレン（ＰＰ）、ポリアミド（ＰＡ）等の絶縁性の合成樹脂により
射出成形等によって一体形成されている。図４に示されているように、箱本体１２の上面
１４には、部品装着部を構成するリレー装着部２２やヒューズ装着部２４が複数、上方に
向かって開口形成されている。図示は省略するが、箱本体１２の下面１８（図３参照）に
は、複数の端子収容孔やバスバー収容溝が下方に向かって開口形成されており、電線の端
末に圧着された圧着端子やバスバーがそれぞれ端子収容孔やバスバー収容溝に収容配置さ
れている。
【００２５】
　そして、箱本体１２の上面１４側から、各リレー装着部２２や各ヒューズ装着部２４に
対して、電気部品であるリレー２６やヒューズ２８が装着されている。これにより、かか
るリレー２６やヒューズ２８から下方に向かって突出する図示しないタブ端子が上述した
電線の端末の圧着端子やバスバー等に導通接続されるようになっている。なお、図３では
理解を容易にするために、部品装着部を構成するリレー装着部２２やヒューズ装着部２４
や、電気部品であるリレー２６やヒューズ２８の記載は省略されている。
【００２６】
　また、図１～２，４に示されているように、箱本体１２の周壁部３０の上端部近傍には
、長手方向に離隔配置され且つ幅方向に対向する合計４箇所において、それぞれ平面視で
略コ字状のロック機構を構成する被ロック部たる係合枠３２が外方（図４中、上下方向）
に向かって突設されている。より詳細には、かかる係合枠３２は、周壁部３０に両端部が
連結されて突設された構造とされている（図４参照）。図１に示されているように、係合
枠３２は、その一部が周壁部３０の上端部を越えてアッパカバー１６側すなわち鉛直方向
上方に向って突出するように構成されている。そして、係合枠３２の上端部には、内方に
向って突出する係合突起３４が設けられている（図４参照）。
【００２７】
　加えて、図３，４に示されているように、箱本体１２の周壁部３０が、内周側に設けら
れた内周壁部３０ａと、外周側に設けられた外周壁部３０ｂを含む二重壁構造とされてお
り、内周壁部３０ａと外周壁部３０ｂの間の上端部には、上方に向かって開口すると共に
略矩形断面形状で周壁部３０に沿って延びる凹溝３６が設けられている。
【００２８】
　一方、アッパカバー１６は、図１，３，５に示されているように、全体として下方に向
かって開口する略矩形箱体形状を有している。より詳細には、アッパカバー１６は、アッ
パカバー１６の周壁部を構成し且つ上下方向に向かって開口する平面視で略矩形枠体状の
枠体周壁部１６ａと、下方に向かって開口する略矩形箱体形状を有する天壁部１６ｂを含
んで構成されている。そして、枠体周壁部１６ａにおける箱本体１２側に対向する下方側
開口部３８近傍の外周面４０には、長手方向に離隔配置され且つ幅方向に対向する合計４
箇所において、下方側開口部３８側に連結されて上方斜め外方に向かって片持ち状に延出
してロック機構を構成する弾性ロック部４２が設けられている。かかる弾性ロック部４２
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には、延出方向の略中央部分において外方に向かって略三角断面形状で突出するロック突
部４４が設けられている一方、延出先端部において外方に向かって平面視で略略コ字状で
突出するロック解除部４６が設けられている。なお、各弾性ロック部４２の幅方向両側に
は一対のガイド部４７，４７が突設され、係合枠３２に対する弾性ロック部４２の位置決
めがされるようになっている。また、枠体周壁部１６ａにおける箱本体１２側から離隔す
る上方側開口部４８近傍には、長手方向に離隔配置され且つ幅方向に対向する合計４箇所
において、略矩形平板状のロック片５０が設けられている。かかるロック片５０は、幅方
向両側および上側が図示しないスリットによって切り欠かれ且つ下側において片持ち状に
枠体周壁部１６ａに連結されて板厚方向（図３中、左右方向）外方に向かって撓み変形可
能とされている。さらに、ロック片５０には、延出方向の略中央部分において内方に向か
って略三角断面形状で突出するロック突部５２が設けられている（図３参照）。加えて、
枠体周壁部１６ａにおける箱本体１２から離隔する上方側開口部４８には内方に突出する
略矩形枠体状の内フランジ５４が設けられている。
【００２９】
　一方、天壁部１６ｂは、全体として下方に向かって開口する略矩形箱体形状を有してお
り、天面５６の中央の大部分が平面視で略矩形状に突出して突部５８を形成している。ま
た、天面５６の周壁６０の上端部には、周壁６０の長手方向に離隔配置され且つ幅方向に
対向する合計４箇所において、外方に向かって略三角断面形状で突出するロック突部６２
が設けられている。さらに、天壁部１６ｂの周壁６０の下方側開口部６４には、下方に向
かって突出する水入り防止壁６６（図３参照）が設けられている。
【００３０】
　なお、アッパカバー１６を構成する天壁部１６ｂは、弾性ロック部４２が設けられた、
アッパカバー１６の周壁部を構成する枠体周壁部１６ａよりも熱伝導率の大きな樹脂材料
、例えばポリフェニレンスルファイド（ＰＰＳ）、ポリブタレンテレフタレート（ＰＢＴ
）等の絶縁性の合成樹脂により射出成形等によって一体的に形成されている。一方、弾性
ロック部４２が設けられた枠体周壁部１６ａは、天壁部１６ｂよりも弾性の大きな樹脂材
料、例えばポリプロピレン（ＰＰ）等の絶縁性の合成樹脂により射出成形等によって一体
的に形成されている。すなわち、アッパカバー１６を構成する天壁部１６ｂと枠体周壁部
１６ａは、それぞれ異なる樹脂材料で別体で一体的に成形されているのである。
【００３１】
　このような構成とされたアッパカバー１６の組み付け固定作業は、天壁部１６ｂを、枠
体周壁部１６ａにおける箱本体１２側に対向する下方側開口部３８から枠体周壁部１６ａ
内に挿し入れることによって実行される。より詳細には、天壁部１６ｂを枠体周壁部１６
ａの下方から挿し入れることによって、天壁部１６ｂの周壁６０に突設されているロック
突部６２が、板厚方向外方に撓み変形可能とされた枠体周壁部１６ａのロック片５０のロ
ック突部５２に当接してロック片５０を外方に撓み変形させることにより、枠体周壁部１
６ａ内への天壁部１６ｂのさらなる挿入が許容される（図３参照）。次に、天壁部１６ｂ
をさらに奥方に挿入すると、天壁部１６ｂのロック突部６２がロック片５０のロック突部
５２を乗り越えて弾性復帰することにより、枠体周壁部１６ａのロック片５０のロック突
部５２と天壁部１６ｂのロック突部６２が係合する。そして、天壁部１６ｂの周壁６０を
含む外周縁部が内フランジ５４に重ね合されることにより、これ以上の天壁部１６ｂの挿
入が規制され、天壁部１６ｂの挿し入れ端が規定されている。この結果、天壁部１６ｂが
枠体周壁部１６ａに組み付けられた状態で保持されて、アッパカバー１６が構成されるよ
うになっているのである。
【００３２】
　かかる組み付け状態のアッパカバー１６において、天壁部１６ｂの天面５６上に突設さ
れた突部５８が、枠体周壁部１６ａの内フランジ５４の突出先端部によって囲まれた上方
開口部を下方から塞ぐことにより、アッパカバー１６の上面が略平坦となっている。また
、組み付け状態のアッパカバー１６において、枠体周壁部１６ａのロック片５０を外方に
撓ませて、ロック突部５２と天壁部１６ｂのロック突部６２の係合を解除することが可能
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であることから、天壁部１６ｂは枠体周壁部１６ａに対して着脱自在に組み付け固定でき
るようになっている。加えて、組み付け状態のアッパカバー１６において、図３に示され
ているように、箱本体１２の周壁部３０の内周壁部３０ａが、天壁部１６ｂの箱本体１２
への当接面６８を当接保持するようになっている一方、外周壁部３０ｂが、枠体周壁部１
６ａの箱本体１２への当接面７０を当接保持するようになっている。これにより、天壁部
１６ｂと枠体周壁部１６ａのそれぞれを安定して箱本体１２で支持することができること
から、枠体周壁部１６ａのロック片５０が過度に変形して破断するおそれ等を低減するこ
とができるのである。また、内周壁部３０ａと外周壁部３０ｂの間に設けられた凹溝３６
に対して、天壁部１６ｂの周壁６０の下方側開口部６４から下方に向かって突出する水入
り防止壁６６が、挿し込まれるようになっている。ここで、かかる水入り防止壁６６は、
箱本体１２との当接面６８よりも外周側に位置して下方に突出されていることから、箱本
体１２内部への水の浸入経路が長く複雑となって、箱本体１２内部の被水が一層確実に防
止されている。
【００３３】
　このような構成とされたアッパカバー１６を箱本体１２の上面１４を覆蓋するように組
み付ける際には、図３に示されているように、アッパカバー１６の天壁部１６ｂから突出
する水入り防止壁６６を、箱本体１２の周壁部３０を構成する内周壁部３０ａと外周壁部
３０ｂの間に設けられた凹溝３６に挿し入れるように上方から押し込む。これにより、箱
本体１２の周壁部３０の上端部近傍に突設されている係合枠３２内へアッパカバー１６の
枠体周壁部１６ａに突設されたガイド部４７，４７で位置決めされた弾性ロック部４２が
挿し入れられ、係合枠３２の係合突起３４が、弾性ロック部４２のロック突部４４に当接
して弾性ロック部４２を内方に撓み変形させることにより、アッパカバー１６の箱本体１
２上へのさらなる押し込みが許容される。そして、アッパカバー１６をさらに下方に向か
って押し込むと、箱本体１２の係合突起３４が弾性ロック部４２のロック突部４４を乗り
越えて弾性復帰することにより、箱本体１２の係合突起３４とアッパカバー１６のロック
突部４４が係合する。この結果、アッパカバー１６が箱本体１２に組み付けられて保持さ
れて、電気接続箱１０が構成されるようになっている。なお、組み付け状態の電気接続箱
１０において、アッパカバー１６の弾性ロック部４２のロック解除部４６を内方に向かっ
て押圧することにより、箱本体１２の係合突起３４とアッパカバー１６のロック突部４４
の係合を解除することが可能であることから、アッパカバー１６は箱本体１２に対して着
脱自在に組み付け可能となっている。
【００３４】
　一方、ロアカバー２０は、合成樹脂から形成された一体成形品とされており、図１，３
に示されているように、上方に開口する略箱体形状とされている。また、ロアカバー２０
の周壁７２の上下方向の中央部には、外周に沿って離隔して略三角断面形状で外方に向か
って突出し箱本体１２の周壁部３０の外周壁部３０ｂを支持する多数の支持突起７４が設
けられている。なお、ロアカバー２０は箱本体１２に対して図示しないロック機構によっ
てのロック固定されている。
【００３５】
　このような構成とされた電気接続箱１０によれば、アッパカバー１６を構成する天壁部
１６ｂが、弾性ロック部４２が設けられた枠体周壁部１６ａよりも熱伝導率の大きな樹脂
材料で形成されていることから、アッパカバー１６から外部への放熱を促して電気接続箱
１０内に熱がこもることを低減乃至は防止することができる。また、枠体周壁部１６ａは
天壁部１６ｂよりも弾性の大きな樹脂材料で形成されていることから、枠体周壁部１６ａ
に形成されている弾性ロック部４２は十分な撓み変形が確保されている。それゆえ、弾性
ロック部４２が破断するおそれを低減乃至は解消することができる。以上のことから、ロ
ック機構３２，４２の耐久性を維持しつつ、電気接続箱１０の放熱性の向上を図ることが
できるようになっている。
【００３６】
　しかも、本実施形態では、アッパカバー１６を構成する天壁部１６ｂと枠体周壁部１６
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比して製造効率の向上を図ることができる。加えて、枠体周壁部１６ａと天壁部１６ｂの
何れか一方に不具合が生じた場合でも、何れか一方を交換すればよいことから、メンテナ
ンス性の向上も図ることができる。
【００３７】
　また、天壁部１６ｂの周壁６０の下方側開口部６４には、箱本体１２との当接面６８よ
りも外周側に位置して下方に突出する水入り防止壁６６が突設されている。それゆえ、天
壁部１６ｂが被水して水が天壁部１６ｂと枠体周壁部１６ａの間に入り込んだ場合であっ
ても、箱本体１２内への水の浸入を水入り防止壁６６で確実に防止することができるので
、アッパカバー１６を天壁部１６ｂと枠体周壁部１６ａに分割した構造とした場合の防水
性を一層有利に確保することができる。
【００３８】
　以上、本発明の実施形態について説明してきたが、かかる実施形態における具体的な記
載によって、本発明は、何等限定されるものでない。例えば、上記実施形態では、アッパ
カバー１６を構成する天壁部１６ｂと枠体周壁部１６ａが別体成形とされていたが、２色
成形等の公知の技術を用いて、異なる材料を用いて一体的に形成してもよい。一体的に形
成することによりアッパカバー１６を組み立てる必要が不要となり、作業性を向上するこ
とができる。なお、アッパカバー１６を一体的に形成する場合には、少なくとも天壁部１
６ｂに相当する領域が弾性ロック部４２よりも熱伝導率の大きな樹脂材料で形成されてお
り、且つ少なくとも弾性ロック部４２が天壁部１６ｂに相当する領域よりも弾性の大きな
樹脂材料で形成されていればよい。
【符号の説明】
【００３９】
１０：電気接続箱、１２：箱本体、１４：上面（一方の面）、１６：アッパカバー（カバ
ー部材）、１６ａ：枠体周壁部（周壁部）、１６ｂ：天壁部、２２：リレー装着部（部品
装着部）、２４：ヒューズ装着部（部品装着部）、２６：リレー（電気部品）、２８：ヒ
ューズ（電気部品）、３０：周壁部、３０ａ：内周壁部、３０ｂ：外周壁部、３２：係合
枠（被ロック部）（ロック機構）、３６：凹溝、３８：下方側開口部、４２：弾性ロック
部（ロック機構）、４８：上方側開口部、５０：ロック片、５４：内フランジ、６０：周
壁、６２：ロック突部、６４：下方側開口部、６６：水入り防止壁、６８：当接面、７０
：当接面



(9) JP 6961173 B2 2021.11.5

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】 【図５】



(10) JP 6961173 B2 2021.11.5

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｈ０５Ｋ    7/20     　　　Ｂ        　　　　　

(56)参考文献  実開平０５－０４１３３２（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開平０３－２３５６１０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０２Ｇ　　　３／０８－３／２０
              Ｂ６０Ｒ　　１６／０２
              Ｈ０５Ｋ　　　５／０２
              Ｈ０５Ｋ　　　７／２０


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

